
 
 

令和６年度 東京の水産業振興に向けた専門懇談会（第３回） 

次  第 

               
                  令和７年２月６日（木） 
                  午前１０時００分～１２時００分 
                  東京都庁第一本庁舎北塔３３階 

特別会議室Ｎ３ 
 
 
 

１ 開会 

２ 議事 

 （１）来年度の取組の方向性（事務局） 

（２）意見交換 

３ 閉会 

 
 
 
 
 
 
 
 



氏　名 現　職　等

木村　伸吾 東京大学大気海洋研究所　教授

関　いずみ 東海大学人文学部　教授

髙瀨　美和子 一般社団法人大日本水産会　専務理事

長谷　成人 一般財団法人東京水産振興会　理事

三浦　秀樹 全国漁業協同組合連合会　常務理事

（五十音順、敬称略）

氏　名 略    歴

岡　英太郎 東京大学大気海洋研究所　教授

（敬称略）

オブザーバー

東京の水産業振興に向けた専門懇談会　専門家等名簿

委　　員



令和7年２月６日（木）　10時00分～12時00分 

東京都庁第一本庁舎北塔33階特別会議室N3

プレス受付
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東京の水産振興に向けた
専門懇談会
（第３回）



藻場の保全・創造

 更なる海水温上昇も見据え、南方系藻類の調査に着手
するとともに、外部専門家の協力のもと藻場回復手法
を検討【新】

 二酸化炭素吸収源として関心の高まるブルーカーボン
について、漁業者等にメリットが生じる形でのクレ
ジット化の取組を関係部署と連携し推進

陸上養殖の検討

 気候変動の下でも水産物を安定供給できるよう、DX活
用や、企業・漁協等と連携し、魚・貝類の陸上養殖実証
に着手【新】

海洋環境等の変化への対応1

海洋環境の将来予測

 大学等による黒潮大蛇行予測の取組推進と、成果の
都政への活用に向け、情報共有や現地セミナーを支
援するなど連携を強化【新】

目標とする藻場

漁協等蓄養施設



キンメダイの資源管理

 漁業と遊漁の共存に向け、遊漁による漁場・資源の利
用状況を調査【新】

 キンメダイの主要漁場を有する東京都が率先し、キン
メダイ漁業の許可制導入等を国や関係県に働きかけ

クロマグロ漁獲管理厳格化への対応

 クロマグロの漁獲状況を迅速に把握し、漁獲枠の適
切な管理を行うため、デジタル操業日誌等をクロマ
グロ操業漁船にも導入【拡】

資源管理の強化２

調査・研究の充実

 資源評価精度向上に向け、大学と連携した主要魚
種の移動生態調査や、DX活用の漁業操業情収集
を推進【拡】

デジタル操業日誌

調査・研究の充実

漁獲されたキンメダイ



漁業協同組合経営の経営改善

 漁獲の減少など、厳しい経営環境下にある漁協の
経営改善を進めるため、指導体制を強化し、漁協
の取組を伴走型でサポート【新】

 内水面漁協の経営の柱である遊漁収入の安定に向
け、魅力的な釣り場づくりや電子遊漁券導入、
「江戸前アユ」遡上促進の取組等を支援

漁業所得の向上

 魚価の向上を図るため、漁獲直後の魚体処理やその後
の管理方法等についての講習会開催等を支援

 漁獲される魚種の変化や消費者の新たなニーズに対応
するため、新商品開発の取組や、機器導入等を支援

漁業経営の安定化３

新商品開発

釣り客でにぎわう河川釣り場



インバウンド需要等への対応

 東京産水産物を国内外にPRするため、国内最大規模の
国際水産見本市にブースを出展【新】

 漁業生産者による東京産水産物の海外販路開拓を後押
しするため、プロモーション活動や試験出荷・高品質
化の取組を支援

マーケティング・ブランド化４

消費者への情報発信

 東京産水産物への理解と購買意欲を促進するため、小中
学生向け出前授業やプロの料理人による調理講習会の機
会を拡充【拡】

水産物流通適正化法改正への対応

 クロマグロの流通の透明性確保やブランド化につなげるため、
二次元コードによる管理を法施行に先駆け導入【新】

調理講習会

国際見本市ブース出展

二次元コードによる管理



漁業人材の確保・育成

「海業」の振興

漁村地域の活性化５

 若年層の就業につなげるため、水産系の学生を
対象に、島しょ地域で短期の漁業体験を実施
【新】

 子供たちの生き物や環境等への関心を高める場
となるよう「ヤマメの里親教室」などを開催

 漁協職員等のスキルアップをサポートするため、
助成対象となる資格取得の範囲を拡充【拡】

漁業体験（イメージ）

 水産業の振興、漁村地域の活性化につな
がるよう、関係部局と連携し「海業」の
計画づくりや実施をサポート

漁業・漁村の活性化に取り組む八丈島漁協女性部


